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1nthisstudymorphologlCalcharactorofthebackscaleiTl the six parts of t）Ody are

observedforthepurposeofdeterminationlOfthemostsuitable sampling part oF scale at

populationstudythatCollectedatseafeg10nS Of Tohoku・Then some features of scale

ridgewereobservedforagedetermination・Themainresultsareasfollows・

1．Them。StS。itablesamplingpartoEbackscaleareanteriorofventralLin（Part3）・

InthisprocessthebackscaleoLpectoralLin（Partl）and dorsalLinlet（Part6）take place

certaindefEerenceinringformationascomparedwiththepartoftrank（Part2～Part5），

thefeforeagedeterminationofsuchscalebecomesimpossible・

2．Thetypeofgraphmeasuredintervalofridgeare many the modal type or mear

it，Anditismanyatbodygrowthphenomenonisorganizeonephisicalperiodinalllife

historyofSauryratherth8nbodyitisrepearatphisicdperiodinoneyear・

3．Theringofscaleareprovideinsome features of ridge・and special features of

rlngln eaChphaseareexplained・

4．Annulus－L。rmati。nSeaS。mis estimatedby marginalincrementofscale，and mainly

itiswinterTing whichisformedduring decembertoJaneary・

5．ThescalelengthhasrelationshipofexponentialfuTICtionwiththebodylength・

6．Calculatedbodylengthcorrespondingtorlr電……r5are5・35，11・05，18・72・25・14

and29．36cm respectively．

7．rlareeCOlogiealringformedintransLormationofecologicalhabitin yang stage，

thereforerlisnotannuli，andr3ra・・”・r5are COnSider respectively as annuli・Andour

growtheurveofthisfishareveryagreewithbody－lengthdistributiomofitinfishingseason・

Ⅰ．緒　　　言

魚類の年令を決定することは種々の漁業生物学酢研究の前提であ．り，引いては適正漁獲量並

びに漁業管理の問題と関連して魚類資源研究上の基礎的且最も箕要恵一一部門と云える0従って

我々漁業及び魚類資源調査研究の分野にたづさかる者にとって重要且最緊急的な研究題目の1

つであることは論を侯たたい。我々は1951年秋から現在迄主として独自の立場から東北海区の

最重要魚凄垂であるサンマCoわα鋸5Sd rd（＿Brevoort）の資源調査を行って来た。その結果

については既に一部報昔されたものもある。其り」年令査定についての報昔は綜合的な立場から

考へて必ずしも充分とは云へたいものであったから我々は史に妥当な結果を得るよう本間題を
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発展させた結果幾つかの知見を得ることができ，研究の1つの段階を終了したのでひとまずこ

」に発表することにした。本論は1953年秋から鳩められた調査の一部を取纏めたもので前報

告の査定結果は全くとらたいで棄却し，別個の査定基準によった。
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Ⅰ1．材料及び方法

（1）材　料

1953年9月より1954年5月までに茨城県那珂湊入港膳から魚

体標本の探集を才＿fった。その採集位置はFig．1忙示すように，

所謂東北海区サンマ漁場の金城に亘り，主として火光利用棒受網

で漁獲されたもので，その中から17群171尾を年令査定標本とし

た。

（2）方　法

魚類の年令査定を鱗に依りナjう場合に，隣の魚体からの採集位

置を変へてみると，休長と或る確定的な関係を持つのは大体一定

位置の鱗だけであることが判る。それゆえサンマの場合にも一応

そのことが考へられる。従って実際の資源調査の場合に，隣が魚

体からSam．plingされる最も適当な部位を知るために，鱗につ

き二，三の形態的測定を試みた。Fig．2忙示すように陶鰭附近，

陶鰐後部，腹鰭前瓢腹鰭複軌背鰭基部及び副鱒基部の6部位

Fig．2　Sampling part ofscale．

に魚体を区分けし，背部の鱗を対黍として各部位より10枚づイ採集観察した。以下本論では1

個体1部位の鱗の計測値はすべてそめ平均鱒を用いた。プレパラートはProjectorで100倍に

水平投影し観察測定した。此の場合hojectorのレンズの球面収差は問題になる程大きくは

ない。

ⅠⅠⅠ．結果1及び考案

（1）隣の形態的特性

鱗の外観はCycloidで小さく陶鰭附達の鱗のみはRho一

mbicである。PLATE工に休の各部から採取した背部の鱗

が示してあるが，部位により可成著しい形態上の差異が認

められる。そこで各部位の鱗の特徴をよく代表する様にW

（Scaleの最大巾），S（ScaleのAnteriorからPosterior

rim迄の長さ）R（ForcusからAnteriorrim迄の長さ）・

（Fig．3）及びRidgeの数について形態自勺特性値を求める
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と可成良く代表して居るから夫々の平均値をTa坤．1．に示した。そこではW，S，R及び

Ridge・の数はPLATEIで明らかなように天・k部位3，4で最大となり，部位1，6で最小

となっている0最も　Typicalな燐はどこか知るためにW／Sを：hdixとして計測して見る

と，頭部附近で最も大きく筏方へ順永小さくなり，腹鰭前部で1に最も近くなり，尾部で最小

となるから・部位3，2が最もTypicalと云へようoC・Ⅴ・の最小なのは背鰭前部で，陶鰭附

近が最大とたっている0こゝでC・Ⅴ・の最も大きい胸鱒附近を除いて他の5部位のC．V．の

平均値の蓋の検定の結果は有意な差が認められない（α0．05＞α＞α0．10）。勲こRのC．Ⅴ．を求
めると胸鱒附近で最大となり，次いで副

鱒基部が大きく胸鰭後部から背鰭基部迄　2

の間が最小となっている。平均値の差の

検定の結果は部位2～部位5の間に有意

た差は認められず（α0．10＞α＞α025）

部位1と部位6を除いた他の部位との間

には有意な差が認められる（α00．＞α

＞α0・05）。Ridgeの数のC．V．は同様

に部位1が最大で，他の部位との間に有

意な芸が認められ（α0．01＞α＞α。，05）

部位2～部位6の間には有意た差がない

（α0．10＞α＞α0．25）。

次に個体間の窮長と体長の国府関係を

求めてFig．4　を得た。Parallelline

及びSinglelineを求め（Table．2．）

Slopedefferenceを求めた結果は0，5％

の危険率で有意である。即ち部位2，3．

4の品の差の検定の結果は有意た差は

認められないが（α0．05＞α＞嘲．1D），

部位1と他の部位との間には極めて有意

な差がある。Positionaldefferenceの
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（R）inmmineachpartsofbody．
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Table．2．

葺の検定の結果は0．5％の危険率で極めて

有意である。即ち部位3が最小値を，部位

1が最大値を示し，夫々他のklとの間に有

意な差が認められる事になる。同様に個休

間のRidgeの数と餅長の回帰関係を求めて

Fig．5を得た。Parallelline及びSingle

lineを・求めてSlole defferenceを求め

た結果は有意でない（α0．05＞α＞α0．10）。

Positionaldefferenceの差の検定の結果

は極めて有意である　（α＞α0，005）。以上

の限られたデータから推測する事は危険で

あるがこの解析の生物学的意味として一応

次の事が考へられる。稚魚期に先づ背鰭基

部を中心とした体の後半部に餅が発宜し的

鱒後部から腹鰭前部の背鰭はやし遅れて発

生する。そして腹鰭前部の背鱗のみは他の

部位，特に陶鰐附近の餅に此し比較酢一様

な直線粥成長を示す傾向がある。餅発牛後

の魚体に対する成長率は陶鱒後部から背鰭

前部が良く，胸魔附近は最も少いと考へら

れる。鱗表面のRidgeの形成率は背鰭基

部が最も直線的傾向を示し，胸鰭附近から

後部がこれに次ぎ，腹鰭前後部ではRidge

発生直後にかなり顕著なRestingzoneが

形威される事が予想される。それ以後の

Ridgeの形成率はどの部位でもほゞ一様と

考へられる。上記の一連の生物学的事象は
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魚炉の鱗の成長と体長の増大及びRidgeの　　Fig．5ShowingreIationshipbetweenscaleq

形成と隣の成長との関係がHomogeJlious length（R）in mm amd Tlllmber of

でなく，椎仔期に休の各部位の鱗の形成時　　　　ridge（Ri）ineacbpartsofbody・

期が異り，鱗自体の臭った方向への成長が体の部分により　Symmetryでない事によるものと

指摘できる。

以上の解析の結果から我々は，資源研究上に利用しうる最も適当た魚体部位を決定する必要

に迫られている。幾つかの條件が満足されねばならないが，先づ各部位で個体円変異の最小で
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ある事が最も必要な僕件であろう。それは的鰭径部から背鱒前部（郡柏2～部佗4）の間が最

小である。攻に鱗長の体長に対する傾斜仇は最大で，位置係数kiは魚である方がよい。此

の條件を満たすのは腹鰭前部（部亜3）のみである。攻に輪の見易い所が要求される。そこで

PLATEIの材料についてRidgeの間隔の測定をするとPLATEIlのグラフが得られる。即

ち胸領後部から背鰭基部迄の間の背鱗なら大体年令査定が可能であるがノ　蜘鰭附近と副鰭基部

の背餅では年令査定が不可能である事がわかる。そして可能た部位は鱗の成長の良好な部位と

大体艮く一致している。それゆえサンマでは魚体の部位により輸形成に．差があり，それは隣及

び魚体の成長とかなり関係があると云へよう。最後に実際的な條件として鱗が魚体から剥離し

難い部分が良い。通常棒受網で漁連されたサンマで餅がよくついているのは背鰭基部で，次に

腹鰭前部，胸鰭後部が良く副鰭基部，隅鰭附近は最もよくない。併し的鰭後部は再生鱒が多い

から背鱗基部と腹鰭前部がよいであろう。

以上の條件を満足するものとして，魚体の成長と鱗の成長が比較的Homogeniousな陶鰭

後部から背鰭基部迄（部位2～部位5）の間が良く，その中で腹鰭前部（部位3）の背燐が最

も適当と考へられる。それゆえ我々は上記の結果に従い腹鰭前部の背部燐を対象として以下の

観察を進めることにした。

（2）年令査定の方法

全材料について一股によく行ほれているRidgeの間隔を測定してグラフを作る事を試みた。

Fig，6　Various type of the
distribution measured

intervalof theridge．

PLATEIlはその一例で鱗のForcusからAnterior rim

迄の相隣れるRidgeのOuter edge間の距離をノギスで

計測したものである。これから得たグラフはかなり変化に

とんであり，之を類型化したものがFig．6となる。そし

てFig．6のいろいろのグラフは次の3つの分布型に大別

しても余り無理はなさそうである。第1はBimodalた分

布でEig．6の1がそれに相当する。第2はModal或は

それに近いものでFig．6の2～5が相当する。第3は余

り大きな起伏がなく，横軸に平行或はそれた近い分布を示

すものでFig．6の6～10が相当する。そしてそれぞれは

単独でなく，複合して出現する場合が多い。第1の型は割

合稀であり，第3の型は4年魚に多く，最も普通にみられ

るのは第2の型である。これを魚休の各部位別にみると，

胸暗後普【ほゝら背鰭基部迄の間は第2の型を示し，胸鰭附近

及び時には副鱒基部が第3の型に属する傾向がうかがへ

る。

以上にあげられたグラフは他の魚類，特に底横の魚類の

それとかたり著しい相違があるようである。例へば底魚で

は1年を適期としてRidgeの間隔が春～秋に広く冬には

狭いが，サンマの場合腰化後満1年乃至満1年半が狭く，

それから約1年乃至1年半は比較的広くなり，満2年乃至

満3年後には再び狭くたる傾向の個体が割合多い。此の場

合Ridgeの密度を左右する要因は，餌料とか水温とかの
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頭墳條件でなく，成長とか成熟とかのような魚体内部の生理的適期が掛、と考へられるから，

この〆ラフから成長廠向が成る程度うかがへる。即ちサンマでは賂化後体長帥mm附近忙な

る迄の間と2年目乃至3年日中滴半に割合成長の長い傾向の個体が少くないと考へられる。こ

のことからサンマは1年を生理的適期とした成長現象が繰返されるようなことは少く，むしろ

生活史の全体に亘る成長現象を通じて1つの生理的適期を構成しているような印象をうける。

これはサンマの生活環境が極めて広範多岐にわたり，たえず時期的変化を繰返すことによるよ

うである。輪は内外の環境の変化に対する鱗組轍の反応の結果として出現するものだから，こ

a）ような牛宿意境の変化に伴う成長等a）非適期性は，鱗表面のRidgeにも複雑な影響位与へ

る。そして輪はOpticalな意味ではRidgeの排列の特殊な状態と云へるから，隣表面にぬ

けるその様々な事象としてRidgeの間隔の変化－RestingzoneL及びRidgeの収敏一Ridge

の断続，分岐，喰ひ違い，内外部の密度・方向の芸－となって現れる○束にこれ等の隣表面の

事象r即ち「輪」－は投影して観祭した場合他のRidgeよりもLegibleな帯となって醍覚に

うったへる傾向がある。又輪を梼成する個々のRidge白体が他のRidgeよりも太く，且つ

Legibleな個体もある。併し以上のRidgeの特徴だけでは尚不明瞭なものも少くない0　それ

は（1）各輪のRidgeのContrastが勇者く判別し難い場合であり，（2）魚の成長法則から考

へて輪の相対位置或は輪数が妥当性を欠いている場合である。そしてこの2つの事象は度々複

合して現れることもある。従って以上の観察に加えて体の大き，漁肌輪の相対拉置又は他の

個体或は鱗との関係等を考慮して綜合駒な見方から判断した方が，充分の信親性がおけると考

へられる。

それゆえサンマの場合Ridgeの間隔を測定したグラフの谷に当る所を輪と見倣すことは妥

当とは云ひ得ない。そしてこのことはサンマの輪の判別を可成り難解にしている。実際の例を

PLATE皿についてみてみよう。PLATE皿には1年魚から4年魚迄の14尾の王として漁期中

に獲れた材料の鱗が示してある。尭づ仝個体のrlは内側で異心的に収赦して頓著に認められ

る。そして大体例のグラフの第1の谷乃至は

その左側に倖置している。r2及びr3は鱗の

ShoulderからLateralfieldまれにはBasal

fieldでRidgeの収敷となって現れる。1年

魚ではr3は谷となり，3年魚ではr8は山の

頂上になっている個体が多い。r4はRidge

の収厳がLateralfieldから　Shoulderに

規はれ，且つRestingzoneとなっている。

このため輪はh由bleな帯となって，他の

Ridgeと区別され，この傾向はr，でも或程度

認められる。4年魚の輪は多少他の個体と異

なったものがある。こゝではRidgeがRe－

stingzoneとなって現れる輪の割合が多く，

他の低年魚に比し，その判別は多少容易であ

る。観察を通じて認められた傾向は輪の判別

について特定の個体に難易があるのではたく

特定の位相の輪にそれが認められた事であ

一61－

リ
八
日
川
川
甘
鼻
¶

Fig，7　Showing charactor of scale

ridgein3rd ring．



る。このことは，夫々の位相の給は夫々の特有の輪相を或程度そなへている傾向を示している

ことになる。例へば各年令魚のrlは他の輪と明瞭に区別される顕著な輪相をそなへている。

〆ラフから適期的変化の忽められぬ多くの個体の輪はBasalfieldでのRidgeの収歓と，そ

れに伴うq）ticalた意味でのLegibilityの差異で或程度はつつきりする。最も困難なものは

IH輪でグラフがModalな分布を示す個体では山の上に位置する。そしてLateralfield或は

Shoulder特にExposedareaとの境域にかなり明瞭にRidgeが収赦して現れる（Fig．7）。

このFllにはBasalfieldでは殆ど認められぬ個体もある。Ⅳ輪は通常Ridgeの間隔a）変化h

Resting zone－　となって規はれ，それにRidgeの収蝕が複合する。

（3）輪の形成

輸形成の時期を推定するために垂材料についてTermina12：Oneの巾を測定した。

八・‥′・　八一

Terminallndex　　　　　∑〈（Y，，．1－rn）／】
×103

I光

点：鱗長

r外：最外瑞の輪

∽：′”＋1輪魚以上の縁尾数

は　Terminalzoneが隣最外端部の給と次に形成される輪との間の足巨雛に対する百分率を現

わすものでIndexとして極めて有効である。併し最高年魚の検討が不可能なので従来良く

用いられている（忍－γ”）／尺の計測値も併せて吟味した。その結果はFig．8に示すように夏

季の賓料がないため速断は許されないが，輪は相当巾広く規はれ短期間に形成されるものと思

はれないので，この期間の資料がなくても以下に示す推論は差し支えないと考へる。Terminal

lndexは3年魚でも仝律令魚でも大体同傾向を示し9月から12月の間は60％～80％に平均値が

あるが，2月には24％に激減している。（忍一m）／尺の分布も1年魚と2年魚が9月に精々高

Fig，8　Terminalinde文es ofscales．Whitecircles，Mean value oL

（R－rわ）／R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（R－r”）／R

∑i（r這こね）／rねこ「×102；Solidline・鮎ngeof一三五霜Lr示高石「×102

；Number，PerCentage Of body has ring－formed atlatestin each group．Black

circles．Mean value of（R－rn）／R；Triange，Mean value of（RLr，．）／R atⅣ

yearflSll；Dottedline，Range of（Rrr餉）／R．
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い値を示す以外は9月から12月の間に0．10～0．13を示し，2月0．掴5，5月0．鵬0と減少す

る。亦輪が形成されたぽかりの個体が各群巾に占める割合は9月から11月の間で0％～30％

なのに12月57％，2月100％となる。従って年令により輸形成時期は多少異なるが12月から

翌年1月を中心とした冬季に形成の盛期があると推定される。

（4）鱗長と体長の関係

腹鰭前部（部位3）の背部隣の隣長（虎）と体長（エ）との間には与へられた材料の範囲内

ではFig．9に示すようなE叩nentialな関係を示し

28　　　　　　　　　　　　　　3♂

Fig．9　Showing relationShip between body－1engthin cm and scale－lengthin mm．

月＝0．2396（エーC）〇・885Ⅰ

で近似的に規はし得る。Constant Cは鱗の初期発生時の体長を意味する。現在の所Cは未知

であるから我々はこれをFreasor’Sformullaに基いて推定する事にした。

エーC　　尺n

ん．－C　‾斤

で得た結果Cは約2cmであ

る。

（5）輸出規の位置・理論体長

rの実測値の分布をみると

Fig．10Aのようになり1．7mm

迄の間に3つのPeakが認めら

れ，そrLより右辺は漸二大減衰し

た型を規はしている。これを伸：

相別に分解するとFig．10Bのよ

うになり3つのPeakは：夫々

rl，r2，rきのPeakと一致LA

の減衰しつつある右辺は主とし

てr4で合成されていることがわ

かる。次ぎにrの95％信頼区間

を求めるとTable．3．のよう

になり，各rは全く重ならず，

完全に分離している。唯rJが

r量に多少重なっているが，平均

値の差の検定を行うと5％の危

険率で有意な差のあることが確

認される。推定し得た理論体長

1．0　　　　　　　2．0　　　　　　　5．0

Fig．10　Frequencydistributionofring－lengthin

relation tothedistancefromtlle forcus

Of the scalein・eaCtlO．1mm grOuplng．

A，Total；B，Blackrlrarb，Whiter！r1．
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Taも18．3．Confidenceinterval

of－inglengthin mInin問Ch

ring group．

はTable．4．のようになる。即ちこれは9月か

ら5月迄の車料によった輪が形成される時の推

定体長になる。こ」で推定体長とは輪が形成し

絶った時の体長で，形威し始める時の体長より

稚々大きいものと恩はれる。これをFig．11につ

いてPeter閲nの方法で吟味すると垂体長分布

の第1のModeは2他1，第2のModeは27cm

前後に規ほれてくる。そして第1のModeはⅡ

輪魚のMode，第2のModeはⅣ輪魚のMode

Table．4．Calclllated body－leJlgthin emin each ring group・

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

Fig．11Frequencydistribution ofobservedbody－lengthineach・1cm grouping・

Black circles，Total；White circles，Ⅱ　ring fishes；CrOSS，Ⅱ　rillg

fishes；Triangle，ⅣrlngLishes；rnVerted triangle，V ringfishesL

と合致している。ⅠⅠ輪魚及びⅤ輸魚のModeは全体長分布では認められず，夫々第1のMode

の左裾及び第2のModeの右裾で癒合し，個体数も少いので不鮮明である。史に各輪赦別実

測体長について95％信頼区間を求めてみるとTable．5のようになり，各輪魚は全く重なつ
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Table．5．Confidenceinterval of observed

body－lengthincmin each ring group．

のある事も明らかにした。求められた

5つのrをみるとFig．10にあったよう

にrlの分布のみはかな　り巾が狭い。

亦各rの規はれるRidgeの位置を求

めると　Table．6．に示すよ　うになり

r，～r5はかなり巾広く現はれるがrlの

みは極めて巾狭い位置に班はれる。つ

まりrlのみはほゞ一定の位置に現はれ

ることがわかる。ところでサンマの産

ていたい事が確認される。

IY．論　　　議

我々は鱗の形態的測定をして幾つかの特

性を明らか忙し，その結果年令査定に最

も適当な部位を決める事ができた。その

過程において魚体の部位把より輪教に葺

Table．6．Confidenceimterval of

appearanee ofringin ridge．

卵期はほゞ11月から翌年8月頃迄と推定されるから，その第1Annuliは当然大きい変異がな

ければならない。亦稚魚で体長50mm附近からかなり著しい生態的変化を示す事も認めら

れている。このような生態の変化は当然鱗表面のRidgeにも変化を与へるだろうと考へられ

る。事実このrlはRidgeがBasal或

はLateralで内側から異心酌に収赦し

て断層が認められ，他の輪とかたり興

った輪相を示している。これ等の事実

からrlは幼期の生態的変化から生じた

Ecologicalringであろうと推定し，

年輪と認めないのが妥当であろうと考

へられる。そしてr塁から竹迄の各輪

はPetersonの方法及び其他の結果か

ら大体年1回出来る冬輪と見倣しても

差し支えないと考へられる。従って各

輪群（r”）はr≠＿1年を規はす。

こ」で年令間の成長を知るために輪

形成時の平均理論体長を手旨針として成

長度を推定してみることにする。我々

の得た1月に3年魚になったばかりの

個体は的体長25cmになっている。昭

和25年以降漁期中の東北海区で，光

火利用棒受納で漁獲されたサンマの

Populationの体長のModeは27cm～

29cmだから，この成長度とかたり艮

l　　　　Ⅱ　　　　∬　　　　Ⅳ

FigL12　GrowtllCurVeatbody－1engthin cm

ofauthors（Black circles）alld Hat－

anakA＆Others（wbiteciTCles）．
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く合っていることになる。今迄に何人かの研究者によってサンマの年令査定は行はれて来た0

それらは多くの示唆を含むものではあるが，その結果を直ちに本研究の結果と比較することは

多、くの危険があるので行はか、0こゝでは年令査定の方法に若干の近似性が認められる畑中氏

の得た計算体長と我々のものを比較するに止めよう。その結果はFig・12に示すように我々の

得た成長度は畑中氏のそれに比し梢貞上廻ったものとなっている0そして此処で我々の用いた

標本と畑中氏のそれとの闇には時期的地理的にもズレが認められる0それゆえ日本近海のサン

マのように産卵期の長い複雑なPopulationをSourceとして得られる成長度ではそれだけで

差が生ずることも一応考へられる0併しそれ以外の事については甚だ不明確であって，それら

の解決はすべて今後の問題として残されることになろう○
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EXPLANATION OF PLATE

t Showingthe morphoIogical defference of the back scaleinsomepartofbodyofSaury

collected at sea reg10nS Of T6hoku・

1953．9．13．N40025′　E143047′　B．し．27．2cm　Ⅱ【yearlisb・

1，Pectoralfin；2，Posteriorof pectoralfin；3，Anterior of ventral fin；4，Anteriorof
doasalfin；5，Doasalfin；6，Doasalfinlet・

Ⅱ　Showing distribution measuredintervaloftheridgeatscaleofplate工1－6・Abscissa▼

Numberofridgefromforcus；Ordinate，lntervaloftheridgeineachlmicron grouping・
Black circlesis ring．

Ⅲ　Showingformationofridgeatthebackscalebetweenfrom工yearfishestoⅣyearfishes

ofSallryCOllectedatsea regions ofT6bokll・
1－1953．9．20

2－1953．9．20

3－1953．11．3

4－1953．11．3

5－1953．11．3

6－1953．11．3

7－1953．10．31

8－1953．10．6

9－1953．11．23

10－1953．9．17

11－1953．10．3

12－1953．10．31

13－1953．11．16

14－1954．5．14

B．し．13．8cm　　　　　　工　year fish

B．L l2．9cm
B．し．26．4cm

B．し．24．9cm　合

B．し．27．8cm　♀

B．し．27．9cm　♀
B．し．27．8cm　♀

B．し．30．0cm　合
B．し．28．4cm　合、

B．し．28．4cm　合

B．し．31．1cm　♀
B．し．30．7cm　♀

B．し．31．4cm　♀
B．し．32．9cm　♀
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